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研究成果の概要（和文）：本研究は，小児において，急性のストレスに対して適応的に生じると

考えられる，適切な歯ぎしりについて解明することを目的とし，3 年間の計画で実施してきた。

小児において，心理的ストレスに起因すると考えられる，睡眠の質を低下させるような歯ぎし

りが発生しうることを明らかにした。このことはさらに，就寝直前の適切な過ごし方や行動的

統制が，睡眠時歯ぎしりの発生および子どもの睡眠の質の悪化を防ぐ可能性があるということ

が示された。 

 
研究成果の概要（英文）：We investigated the effect of elevated sympathetic nerve activity 
on following sleep and sleep bruxism using the psychological tasks just before bedtime 
with sampling sleep quality and heart rate variability (HRV). Sympathetic nerve 
activities which evaluated with HRV were higher for the Task night than for the No-task 
night during both the waking state and the sleeping state. The present study empirically 
indicated that all-night sleep quality and stress-induced sleep bruxism in children can 
be affected by some exciting activities with bright lights 1-hour before bedtime. 
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１．研究開始当初の背景 

睡眠時歯ぎしり(Sleep Bruxism)は，成人
では不規則な生活や精神的ストレスが増悪
因子であることが示唆されている(Lavigne 
et al.; Principles and Practice of Sleep 
Medicine, 2005)。 

一方で小児においては，歯ぎしりは，精神

的ストレスの指標であることが推測されて
いるが，直接的なエビデンスは殆どない。 
近年，重度の歯ぎしりに伴う微小な覚醒が，
正常な睡眠を阻害し，子どもの知能低下や注
意欠陥・多動性障害(ADHD)の危険性を高める
因子となることが指摘された(Herrera et 
al.; Sleep, 29: 1143-8, 2006)。 
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歯科臨床では，2 歳半から 8 歳頃までの口
腔内所見において，明瞭な歯ぎしり跡がしば
しば見られる。小児の歯ぎしり頻度は，歯牙
年齢の乳歯列完成期に特に高い。この年齢の
子どもは，我慢することを覚えるというスト
レスの多い時期であり，前頭前野の大量の神
経シナプスから不必要な結合が刈り込まれ
ていく重要な時期でもある（渡邊正孝;思考
と脳，2005）ので，この乳歯列完成期に出現
する小児の歯ぎしりの機能的意義を精神生
理学的に解明する必要がある。 
 これまでの我々の研究より，熟眠の因子得
点は，むしろ広範囲の歯が摩耗しているよう
な歯ぎしりと関係しており，適応的な歯ぎし
りのパタン（かみ合わせの影響を受けると推
測）の存在が示唆された(Suwa et al.; Bull 
Kanagawa Dent Col, 2007)。つまり，従来の
コンセンサスでは一概に歯ぎしりは悪影響
をもたらすとされているが，歯ぎしりがすべ
て睡眠の質に悪影響を及ぼすというよりも，
睡眠中に大量の中途覚醒を混入させ，交感神
経系を亢進させるような歯ぎしりが，睡眠の
質の低下や問題行動をもたらしている可能
性がある。 

噛みつき行動が自律神経活動を介したス
トレス緩和効果を持つことから(Koizumi et 
al.;日本神経科学会，2008)，ストレスに対
して適切な歯ぎしりが行われれば，睡眠中に
高まる交感神経系活動を緩和するような，良
好な睡眠が確保されるのではないかと考え
られる。 
 
２．研究の目的 

今後は，歯ぎしりを障害・治療対象として
のみ捉えるのではなく，適応行動として捉え
る研究を行うことが必要である(Lavigne et 
al.; J Oral Rehab, 35: 476–94, 2008)。治
療対象とするべき歯ぎしりと，適応的な反応
としての歯ぎしりを区別する方法を睡眠の
評価によって確立することを目的とする。 

申請者がこれまでに示した，夜間睡眠中の
自律神経活動の評価から睡眠の質の評価が
可能であることを利用し(Takahara et al.; 
Sleep Biol Rhythms, 2008)，睡眠の質が良
好であるかどうかという切り口からの適切
な歯ぎしりの評価が可能である。 

本研究は，小児において，急性のストレス
に対して適応的に生じると考えられる歯ぎ
しりについて解明することを目的とした。ま
ず足掛かりとして，小児の心理的ストレスに
起因すると考えられる，睡眠の質を低下させ
るような歯ぎしりの存在とその様態につい
て明らかにすることとした。 
 
３．研究の方法 

対象は，5～8歳の小児であった。就寝前の
心理的ストレスを誘導する課題は，パソコン

を用いて行うものとし，子どもにおいて認知
的競合を起こすストレス課題として有効性
が確認されているストループ課題(Gerra et 
al.; Life Sci, 62: 617-25, 1998)と，子ど
もの問題行動を評価するための補助的課題
として開発されている視覚性持続処理課題
（もぐらーず) (安原ら; 臨床脳波，45: 
384-7, 2003）を用いた。 

歯ぎしりに関しては，歯の摩耗部（歯ぎし
り跡）の評価と，睡眠ポリグラフおよび筋電
図から，歯ぎしりの総時間，持続時間，分散
から検討した。かみ合わせの観点から見た歯
ぎしりの評価装置として BruxChecker 
(Onodera et al.; Cranio, 24: 292-9, 2006)
を用いた。BruxChecker は，歯科医により印
象採得を行い，赤色マーカを塗布したポリビ
ニルクロライドシートを吸着させて作製し
た。児童には装着したまま一晩寝てもらうこ
とによって，塗装の剥げ落ちている部分の歯
の摩耗面を観察し，当該晩に発生した歯ぎし
りの程度と摩耗のパタンを明らかにするも
のである。評価は歯科医が行った。 

睡眠の質の評価は，脳波の変化を用いた睡
眠変数(睡眠段階，中途覚醒)と，心電図によ
る自律神経活動の変化，起床後の睡眠感(内
省)について行った。パワスペクトルを用い
た自律神経活動の評価は，高周波成分(HF)が
副交感神経活動の指標として，低周波成分
(LF)の割合が交感神経活動の指標として用
いられている(Trinder et al.; J Sleep Res, 
10: 253-64, 2001) 

ストレスの評価については，酵素免疫測定
法 (ELISA)により，唾液中のコルチゾル濃度
を調べた。唾液の採取は，課題前後，及び翌
朝の起床時において行った。 

睡眠研究においては，生活習慣の統制が重
要となるため，実験の前後 2週間は活動量計
(アクチトラック)を装着した上で，保護者に
は日誌をつけてもらった。 

 以上の他に，親の就業状況や子どもの成
育環境に関するアンケート，小児行動チェッ
クリスト(CBCL;井澗ら，2001)，子どもの睡
眠習慣調査票(CSHQ; Owens et al.; Sleep, 
23: 1043-51)をあらかじめ保護者に記入して
もらった。 

全ての実験は，保護者に対し，調査の必要
性と目的，実験の中断の自由に関する説明を
果たした上で，書面での同意を得，実験終了
後にはデータを解析に用いることについて
同意を得た。実験終了後には，実験謝礼を支
払った。 
 実験期間は，睡眠・覚醒リズムの測定のた
め，一人の実験参加者につき 3週間程度を要
した。サンプリングの協力者を得ること，実
験室でなく，在宅でのサンプリングを実現す
ること，実験補助を担当する者の確保等の関
係から，当初の想定した一年間よりも，サン



 

 

プリングには年月がかかったが，最終的には
12 名分の小児の貴重な生理学的データを得
ることができた。 
 
４．研究成果 

子どもに課題を行わせた前後10分間のHRV
の変化を見てみると，平均心拍数の増加
や%LF の値の増加が観察され，このことは，
実験の操作が意図通りに行われたことを示
している。ただ，本研究で使われている課題
そのものが，各々の子どもにとって，いわゆ
る心理的なストレスとして認知されている
かどうかについては，議論が残るところであ
るが，就寝前に交感神経系の活動をやや亢進
させることができたことを示しており，その
後の睡眠内容への影響は刮目すべきところ
である。結果として，就寝前に課題を負荷し
た場合に，9～10 時間にわたる子どもの夜間
睡眠における自律神経系活動について，心拍
数の上昇や交感神経系活動の高まりが観察
され，睡眠の質を明らかに悪化させているこ
とが示された。ここで注意してみたいのは，
課題そのものは，かなり激しいものというよ
りは比較的マイルドなものであり，テレビゲ
ームを集中して行った(10 分×2)という程度
のものである。それにも関わらず，夜間を通
して影響が及ぼされていることが，実験的に
明らかにされたことは深刻な意味があると
解釈される。 

さらに，就寝前の課題の影響により，歯ぎ
しりの頻度が増えることや，第一周期および
明け方のレム睡眠の時間量の減尐というか
たちで睡眠の構造を変容させていることが
示された。 

唾液中コルチゾル濃度に関しては，課題を
行った夜について，明け方のコルチゾル濃度

上昇 (サージ)が抑制されている可能性が示
された(図 1)。一般にコルチゾル濃度は，明
け方にピークを迎えることが知られており，
起床後 20～30 分をピークに減尐していく。
この現象は，覚醒の活動に向けた身体の全身
反応としての準備を促していると考えられ，
睡眠習慣の乱れと関連して，正常な活動が抑
制されることが知られている。本研究の成果
により，この正常な活動が，ストレスによっ
て増悪する歯ぎしりによって乱される可能
性があるということが実験的に明らかにさ
れたこととなる。 

これらの得られた成果については，国内外
の学会発表や数々の講演を通して，学会や社
会に向けたアピールを行っていくことを心
掛けた。最終年度では特に，小児・心理分野
だけでなく数多くの講演の機会を頂くこと
ができた。今後は，より日常場面に近づけた，
小児のストレス場面と睡眠・生活習慣につい
てのサンプリングを計画している。 

本研究によってもたらされる成果のイン
パクトおよび影響については，次のようなも
のが挙げられる。 
 
（１）小児の歯ぎしりとストレス，睡眠習慣
との関係が明らかとなった。小児の歯ぎしり
は，精神的ストレスの指標であることが推測
されてきたが，直接的なエビデンスは殆どな
かった。本研究により，睡眠時歯ぎしりが心
理的ストレスに関連して増加し，睡眠の質に
悪影響を及ぼすことが示された。このことは，
睡眠中の歯ぎしりが増悪することによって
日中の認知活動に悪影響を及ぼし得ること
が，間接的であるが，実験的に示されたこと
になる。この成果により，今後の小児におけ
る適切な睡眠中の歯ぎしりの評価法の確立
に寄与すると考えられる。これまで，歯科臨
床では治療の対象とされ，睡眠科学ではアー
チファクトとして除外されてきた歯ぎしり
の機能を評価することで，適切な歯ぎしりの
評価法が明確になるであろう。 
睡眠科学の立場からいえば，現代の子どもの
脳や身体の成長発達に深刻な影響を及ぼし
ている睡眠不足や睡眠の質の低下に影響を
及ぼしている直接的な要因について明らか
とされたわけであるから，今後は，予防ある
いは対策としての，適切な睡眠・生活習慣を
促すキャンペーンの発展に貢献することが
できる。 
 
（２）本研究の成果が広く知られることによ
り，学校小児歯科の重要性がクローズアップ
される。睡眠中に適切な歯ぎしりがあるかど
うかを評価するため，学校小児歯科検診等を
通して，睡眠学や歯科の重要性をアピールす
ることが可能になる。歯科医自身がこのこと
を自覚して検診に臨むことが望まれるとい

課題夜   非課題夜 

図 1 唾液中コルチゾル量の変化 



 

 

うことについて，歯科医を対象とした講演に
よってアピールしてきた。 
 
（３）小児の不適切な睡眠を知ることで，適
切な睡眠に関するガイドライン策定への貢
献が期待される。本研究は，小児の学校での
人間関係のストレスや，不登校，引きこもり
解決の切り口を歯科学と睡眠学がタイアッ
プして実施するという，世界に先駆けたアプ
ローチであると考えている。 
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